
宮
家
の
下
婦
問
諭
に
つ
い
て

一
六
六

蛍
家
の
下
種
論
に
つ
い
て

武

回

五手

正

下
種
論
Z
は
私
共
愚
悪
の
凡
夫
が
本
儲
か
ら
久
遠
劫
来
救
済
さ
れ
て
居
っ
た
と
い
ふ
、
本
化
の
信
仰
た
る
生
怖
閥
系

を
種
子
を
播
く
事
に
警
へ
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

華
殿
や
真
言
等
の
法
は
甚
深
な
b
F・
主
張
し
て
も
下
和
を
論
じ
な
い
魚
に
小
乗
減
断
に
同
や
る
。
若
し
下
精
が
な
け

れ
ば
得
股
も
な
い
筈
で
あ
る
。
他
宗
余
経
が
爾
前
無
得
道
堕
地
獄
の
根
一
冗
と
庇
さ
れ
る
の
は
乙
の
下
精
論
が
な
レ
か
ら

で
あ
る
。
然
る
に
法
華
経
に
は
本
謹
二
門
に
わ
た
っ
て
下
積
論
が
説
か
れ
て
ゐ
る
。
故
に
下
利
論
は
法
華
濁
特
の
法
門

で
あ
る
と
い
ふ
べ
主
で
ゐ
る
。
本
軍
妙
に
は

所
詮
非
ニ
一
念
三
千
悌
種
一
者
、

有
情
成
備
木
章
二
像
之
本
骨
骨
有
名
無
賞
品
。
九
三
八

さ
辿
べ
ら
れ
た
如
く
、
下
積
な
主
成
備
、
下
積
を
論
性
ず
に
成
備
論
を
立
つ
る
も
の
は
無
凶
有
呆
の
自
然
外
道
、
因
果

按
Mm
…
の
反
偶
数
的
邪
義
で
ゐ
る
。
H
疋
の
如
く
諸
宗
諸
経
の
中
に
於
て
法
華
経
濁
b
下
種
の
法
門
を
頴
設
し
て
ゐ
る
。
乙

れ
が
決
華
濁
一
の
成
備
と
云
ム
所
以
で
あ
る
。

法
華
経
に
は
下
種
の
因
縁
を
三
箇
慮
に
説
い
て
ゐ
る
o
第
一
は
序
品
の
二
万
億
仰
の
囚
線
、
第
二
は
化
城
喰
品
の
大

通
結
縁
、
第
三
は
害
時
量
品
の
久
遠
下
種
で
あ
る
。



台
姐
は
乙
の
中
、
第
二
三
千
塵
知
大
通
結
縁
を
、
下
捕
と
し
て
、
悲
門
三
盆
を
立
て
、
宗
姐
は
第
三
、
久
建
下
械
に

立
脚
し
て
、
末
法
下
縄
を
宣
揚
さ
れ
た
。

妙
柴
が
、
法
門
は
大
通
を
元
始
と
し
、
本
門
は
本
因
を
元
始
三
す
、
と
云
つ
お
に
如
〈
、
述
門
三
盆
の
化
源
は
三
千
久

遠
大
遁
結
縁
で
ゐ
A
F

、
本
門
三
盆
の
化
源
は
書
量
本
側
久
遠
下
積
で
ゐ
る
。
富
木
抄
に
は

日
蓮
ガ
法
門
川
第
三
の
法
門
也
。

一
六
四
八

と
示
し
三
積
敬
相
に
は
第
三
師
弟
遠
近
下
遠
近
相
‘
五
百
庫
勤
。
以
－
一
久
遠
一
矯
一
一
元
始
一
論
一
一
騎
熟
脱
一

一
五
三

と
設
い

て
る
。
こ
の
潟
三
法
門
の
内
容
は
正
し
く
本
門
三
盆
で
あ
る
o
故
に
下
積
論
は
、
嘗
家
別
頭
法
門
の
本
づ
く
慮
で
あ
b

そ
の
根
源
で
あ
る
。

下
種
論
は
怖
敬
思
想
の
二
大
系
統
た
る
、

一
乗
家
龍
樹
等
の
貨
相
論
系
の
思
想
と
、
三
乗
家
無
着
世
親
等
の
縁
起
論

系
の
思
想
と
を
下
積
の
警
に
よ
せ
て
統
一
せ
ん
と
し
た
も
の
と
も
解
轄
し
得
る
か
ら
、
現
深

f
義
密
に
容
易
に
解
し
難

い
が
、
官
に
一
大
悌
敬
の
思
想
的
綜
合
統
括
と
、
世
界
的
宗
敬
と
し

τの
蹄
結
を
一
不
す
指
針
の
視
が
あ
る
。
印
も
十
界

本
有
と
設
〈
本
質
的
資
相
論
を
、
生
悌
迷
悟
の
差
別
あ
b
と
詑
〈
、
始
究
的
縁
起
論
的
表
現
様
式
に
よ
っ
て
、
潤
色
し

組
織
し
論
述
し
内
も
の
で
ゐ
る
。

而
し
て
こ
の
下
積
論
は
、
本
仰
の
無
限
の
慈
悲
三
そ
の
無
謀
の
救
済

te頴
は
す
も
の
で
あ
る
。
久
遠
劫
来
過
去
遠
々

岱
家
の
下
門
は
に
つ
い
て

一
六
七



A
V

同
家
の
下
線
論
に
つ
い
て

一
六
八

現
在
捕
や
未
来
永
劫
に
わ
た
っ

τ、
本
備
の
御
本
懐
は
衆
生
梼
皮
の
一
大
事
国
縁
よ
・
9
外
に
は
何
も
の
も
な
い
の
で
あ

る
。
そ
の
衆
生
済
度
の
本
源
は
正
し
く
下
種
で
ゐ
る
。
故
に
他
の
法
門
も
さ
る
乙
三
な
か
ら
、
こ
の
本
側
の
大
慈
悲
の

基
く
ま
こ
ろ
、
そ
の
化
導
の
根
本
た
る
下
積
論

rけ
は
、
徹
底
的
に
信
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
ム
。

大
救
世
者
本
倫
理
隼
の
毎
白
悲
願
の
大
願
は
薬
師
の
十
二
願
、
捕
陀
四
十
八
願
、
悲
花
粧
の
稗
隼
の
五
百
大
願
、
法

華
純
睦
育
喰
um
の
能
震
救
護
の
本
願
等
あ
ら
ゆ
る
諸
悌
の
別
顧
末
願
の
諸
願
を
綜
合
し
、
そ
れ
等
に
も
超
過
せ
る
如
我
等

無
異
の
拍
脚
本
願
で
あ
る
。

御
義
口
停
に
日
〈
、
轄
誌
の
総
別
の
二
願
と
は
我
等
衆
生
の
魚
に
立
て
玉
ム
慮
の
願
な
h
’
O

二
七

喜
量
日
川
の
良
斡
段
は
こ
の
本
悌
の
大
慈
悲
根
本
弁
願
力
を
最
も
よ
く
具
体
化
し
℃
徴
象
し
た
寄
設
で
あ
る
－
u

｛
一
市
組
の
御

指
南
に
よ
れ
ば
、
良
墜
と
は
本
偽
樟
維
で
ゐ
り
、
子
と
は
我
等
衆
生
で
あ

b
、
毒
薬
と
は
椛
数
万
使
で
あ
・
9
、
失
心
と

は
誘
訟
で
あ
り
．
良
薬
と
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ

b
、
遣
使
山
場
合
と
は
宗
祖
で
あ
る
。
こ
れ
を
桧
門
に
よ
せ
て
困
果

論
的
仁
組
織
し
た
の
が
所
謂
久
遠
下
種
の
怯
円
で
あ
る
。

納
種
在
誠
永
劫
不
失
と
い
へ
ば
久
遠
下
純
の
上
に
更
に
大
通
下
種
等
の
如
く
重
ね
て
下
積
す
る
事
は
許
き
れ
な
い
筈

で
あ
る
。
然
る
に
天
台
文
句
に
四
節
三
盆
を
説
い
て
居
る
。
そ
れ
は
第
一
久
積
現
院
、
第
二
久
種
近
脱
、
第
三
近
穂
現

脆
、
第
四
現
種
営
脆
で
あ
る
o
第
一
第
二
は
共
に
久
遠
下
種
で
あ
b
、
第
三
は
大
遁
下
種
、
第
四
は
霊
山
下
種
で
あ
る
。



前
二
者
に
は
再
種
義
は
な
い
が
、
後
二
者
は
確
に
再
箱
、
若
く
は
復
種
で
あ
る
o

こ
の
再
種
復
積
は
持
一
門
営
分
に
約
す

る
か
ら
立
つ
の
で
あ
っ
て
、
本
来
下
種
に
は
再
結
復
穏
義
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

＼
久
遠
下
積
1

1
中
間
熟
｜
｜
本
門
股
｜
｜
捕
勤
等

書
量
品
ハ
／
久
謹
下
積
1

1
過
去
熟

l
l近
世
脆
｜
｜
地
捕
千
界

化
城
品
｜
｜
大
通
下
積
｜
｜
四
味
熟
｜
｜
辿
門
脱
l
l合
利
弗
等

滅

后
ー
ー
霊
山
下
楠
1

1

次
世
熟
｜
｜
正
像
股
l

五
千
起
去
等

右
固
の
如
〈
下
種
に
は
久
遠
、
大
通
、
王
城
等
の
諸
下
種
を
み
る
が
、
事
資
あ
る
宜
訂
正
下
橋
は
久
遠
下
聞
の
一
下
聞
の

み
で
あ
る
。
久
埠
下
種
以
外
の
諸
下
種
は
備
の
常
在
針
化
ケ
示
す
矯
に
天
台
が
抽
象
的
に
分
立
し
た
ま
で
℃
あ
る
。

久
遠
下
積
’
r一
は
本
傭
下
積
、
本
因
下
楠
ま
た
は
十
界
下
棺
と
も
謂
以
そ
の
内
容
は
本
備
の
出
世
の
本
懐
た
る
毎
自
悲

願
の
下
種
で
あ
ゐ
。
書
量
口
叩
の
悌
た
る
良
殿
町
は
失
心
不
失
心
の
諸
子
に
、
平
等
に
色
香
味
美
の
良
薬
を
輿
へ
た
。
即
ち

本
悌
は
十
界
に
等
し
く
本
因
悌
植
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
日
向
記
に

十
界
平
等
に
説
〈
る
所
の
妙
法
な
り

五

三
日
へ
る
が
如
〈
、
十
界
平
等
の
下
積
で
あ
る
か
ら
久
法
下
積
巳
後
は
十
界
悉
く
悌
子
で
あ
る
。
印
ち
取
要
紗
に

「
此
土
我
響
衆
生
五
百
塵
貼
劫
巳
来
敬
主
稗
隼
愛
子
」
と
説
け
る
も
の
で
あ
る
。

品
川
同
家
の
下
什
泌
に
つ
い
て

ノ、

九



常
ム
ホ
の
下
縄
諭
に
つ
い
て

一
七
O

久
遠
下
和
の
頼
た
る
本
悶
傭
和
は
本
有
の
性
祁
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
と
も
修
得
の
乗
積
で
あ
ら
う
か
。
若
し
乙
れ
を
本

費
的
に
み
る
な
ら
ば
働
新
非
悌
純
の
名
目
を
絶
し
、
佐
乗
何
れ
と
も
定
め
難
い
。
か
、
、
る
草
本
質
の
穏
は
ま
た
衆
生
の

賀
盆
に
も
何
等
闘
す
る
所
が
な
い
の
で
あ
る
。
由
来
天
台
で
は
掛
一
円
三
盆
ぞ
立
て
今
番
股
盆
の
衆
生
・
貨
盆
論
に
立
脚
し

て
、
大
通
結
縁
を
以
っ
て
そ
の
化
源
と
し
、
そ
の
穏
を
修
得
偽
性
と
定
め
、
久
建
下
種
を
到
悌
性
、
性
縄
、
正
困
備
性

ぜ
』
設
〈
様
で
あ
る
。
文
句
に
警
喫
品
の
五
百
子
守
正
悶
の
子
と
し
三
十
子
を
縁
了
の
子
と
し
て
ゐ
る
の
に
明
で
ゐ
る
。

こ
れ
に
封
し
て
宮
家
は
本
備
の
毎
自
悲
願
の
重
に
立
脚
し
本
有
三
囚
偽
穂
を
も
乗
種
ご
す
る
。
何
者
、
久
遠
下
種
の
穂

子
は
無
始
古
備
の
本
願
カ
に
よ
っ
て
祷
徒
和
合
さ
れ
た
る
事
一
念
一
一
一
千
悌
穂
だ
か
ら
で
あ
る
。
今
経
に
は
捧
徒
制
令
奥

子
令
服
と
説
主
、
本
隼
紗
に
は

一
念
三
千
備
種
乃
至
U
A
A

好
良
薬
害
量
品
妙
体
宗
用
数
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
也

九
四
四

と
稗
さ
れ
て
疑
ふ
余
地
が
な
い
。
北
日
同
は
性
具
三
千
を
明
さ
ず
挫
同
は
事
一
念
三
千
悌
種
ぞ
設
か
ぬ
か
ら
共
に
悌
果
の

異
困
と
は
な
b
得
な
い
。
乙
れ
本
骨
骨
紗
に
爾
前
述
門
の
同
数
す
ら
悌
悶
に
非
や
と
挺
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
か
く
て
一
大

悌
敬
中
法
華
本
門
事
量
の
極
設
た
る
久
慈
下
積
の
み
備
果
の
異
因
で
あ
る
。

大
救
世
者
本
備
掌
の
毎
自
悲
願
の
瀬
現
た
る
本
因
下
種
は
挫
門
大
通
下
種
の
如
き
阜
な
る
衆
生
の
賞
盆
た
る
成
備
不
成

悌
に
は
拘
は
ら
な
い
。
卸
も
日
向
記
に



善
人
悪
人
二
乗
閤
弛
正
見
邪
見
の
者
に
も
妙
法
の
雨
を
惜
ま
ず
平
等
に
ふ
ら
す

四

と
設
げ
る
が
如
く
、
久
遠
本
備
は
そ
の
機
類
の
如
何
に
拘
ら
や
十
界
へ
平
等
に
惜
み
な
く
救
以
の
偽
種
を
下
し
た
の
で

あ
る
。
即
ち
利
鈍
順
逆
の
吾
子
の
錦
に
平
等
に
大
慈
悲
を
被
ら
し
た
の
で
あ
る
。

斯
の
如
〈
本
有
三
困
を
十
界
平
等
に
下
し
た
の
に
も
拘
ら
十
、
事
賞
、
貸
盆
の
上
で
は
救
済
叫
階
建
、
乃
至
成
不
成
の
差
別

が
生
ず
る
の
は
如
何
な
る
班
由
に
基
づ
ぐ
か
。
な
る
程
、
仰
出
世
の
本
懐
・
に
約
す
れ
ば
、
久
遠
下
種
己
後
は
十
界
平
等
に

悉
是
吾
子
、
印
ち
悉
く
悌
子
で
ゐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
o
然
る
に
こ
れ
を
機
情
に
す
れ
ば
、
十
界
の
衆
生
の
中
に
は
、
自
ら

根
の
利
鈍
．
障
の
軽
重
あ
る
に
よ
っ
て
、
本
所
持
を
忘
れ
た
る
者
、
忘
れ
。
さ
る
者
、
本
心
を
失
っ
た
者
、
失
は
泊
者
等

の
差
別
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
郎
も
H
向
記
に

何
て
稗
傘
の
御
子
に
も
物
に
狂
ふ
子
も
あ
b
。
不
孝
の
子
も
あ
り
。
孝
養
の
子
も
あ
ち
。

五
関

と
あ
る
如
〈
、
本
所
持
を
忘
れ
5
る
不
失
心
者
は
．
偽
立
に
随
順
す
る
か
ら
孝
子
と
い
は
れ
、
忘
本
所
持
の
失
心
者
は
、

飲
毒
背
大
化
の
故
に
不
孝
の
子
と
云
は
れ
る
の
で
あ
る
。

斯
様
な
叫
由
の
も
と
に
、
毎
自
悲
願
の
下
種
は
十
昇
平
等
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
賓
盆
の
上
で
は
差
別
が
生
じ
た
の
で

あ
る
。
と
同
時
に
悌
意
と
、
機
情
と
の
二
つ
の
立
場
の
相
異
に
よ
っ
て
は
、
同
一
悌
種
を
論
守
る
場
合
も
自
ら
別
種
の

如
く
み
ゆ
る
の
で
あ
る
。

宮
家
の
下
積
論
・
い
つ
い
て

七



宮
家
の
下
緒
論
に
つ
い
て

七

郎
備
意
に
約
す
れ
ば
己
施
大
化
の
乗
種
で
あ
り
機
情
に
約
す
れ
ば
忘
本
所
持
の
性
稲
で
も
あ
り
、
始
長
印
本
位
の
行
悌

性
で
も
あ
る
。
要
す
る
に
本
械
を
悌
意
に
約
し
て
十
界
下
種
ご
な
し
、
久
遠
下
種
と
談
守
る
の
が
、
宮
家
の
下
種
論
で
あ

る
故
に
偽
種
は
珂
偽
性
で
な
く
乗
種
た
る
始
位
即
本
質
の
行
仰
性
で
あ
る
o
種
体
は
無
始
本
有
の
十
界
事
常
住
事
一
念

三
千
悌
種
で
あ
る
。

斯
の
如
く
久
遠
下
積
と
は
無
始
久
遠
の
元
初
本
備
稗
雰
が
一
切
衆
生
救
護
の
鶏
に
十
昇
平
等
に
事
一
念
三
千
偽
種
乞

下
ろ
さ
れ
だ
謂
で
あ
る
。
然
る
に
機
類
に
利
鈍
順
逆
の
差
別
が
あ
っ
た
の
で
或
は
待
脱
し
或
は
三
王
流
韓
三
な
っ
た
口

か
〈
℃
久
遠
下
種
己
来
中
間
得
脆
結
縁
門
股
乃
釜
本
門
脆
正
像
入
賞
等
の
無
最
無
法
の
機
知
が
、

如
我
等
価
…
異
の
備
時
一
は

に
叶
っ
て
成
備
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
三
五
下
積
を
忘
れ
在
世
結
絡
に
戸
漏
れ
た
る
我
等
余
失
心
者
は
末
法
今
日
ま
で

流
韓
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
却
も
開
目
紗
に

強
盛
の
悪
縁
に
落
さ
れ
て
備
に
も
な
ら
や
。
し
ら
ず
大
通
結
縁
の
第
三
類
の
在
世
を
漏
れ
た
る
か
久
法
五
百
の
退
轄

し
て
今
仁
来
る
か

七
六
九

と
云
へ
る
も
の
で
あ
る
。
ゴ
一
五
流
轄
の
余
失
心
者
は
本
未
有
善
の
最
悪
機
で
あ
る
か
ら
本
的
無
縁
の
慈
悲
た
る
妙
費
の

種
子
、
本
善
妙
椅
を
荊
ゑ
な
げ
れ
ば
抜
擁
す
る
事
が
で
主
な
い
。

之
、
に
末
法
下
杭
の
超
悉
檀
根
本
大
化
部
が
起
る
の

で
あ
る
、



久
遠
下
積
と
末
法
下
和
ご
の
闘
係
如
何
。
先
ず
先
験
的
目
的
論
的
に
み
れ
ば
久
遠
下
積
は
真
正
の
下
問
で
あ
り
、
末

法
下
積
は
結
線
か
熟
盆
か
開
法
下
純
で
あ
る
。
共
に
経
験
的
機
械
論
的
に
み
れ
ば
久
法
下
種
に
も
真
正
の
下
種
あ
h
或

は
き
う
で
な
い
下
積
あ
b
ま
た
末
法
下
種
に
も
異
正
下
照
あ
ム
リ
熟
盆
あ
b
結
縁
も
あ
る
。
前
岩
は
例
航
的
宗
数
的
所
論

で
あ
b
後
者
は
偵
値
関
係
的
科
串
的
所
論
で
あ
る
o
故
に
前
者
は
一
悌
三
盆
に
確
定
し
、
後
者
は
日
蓮
本
怖
の
下
姑
上
論

に
陥
る
憂
が
あ
る
。

大
通
下
精
ご
末
法
下
種
と
の
相
異
如
何
c

大
通
営
機
は
久
種
証
股
の
最
利
根
者
に
封
す
れ
ば
鈍
根
で
あ
る
が
末
法
営

機
た
る
余
失
心
者
に
釣
れ
ば
不
心
失
の
一
類
で
あ
る
大
通
結
縁
の
第
一
類
常
住
大
乗
の
機
は
現
座
仁
得
脱
し
中
間
に
入

賓
し
、
第
二
類
退
大
取
小
の
機
及
び
始
終
佐
小
の
第
三
類
は
今
番
乃
至
正
像
に
得
脱
し
移
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
未

怯
の
そ
れ
は
一
同
の
逝
縁
で
あ
・
9
0
展
轄
至
無
数
劫
で
あ
る
。
尤
執
順
縁
門
下
は
現
世
に
熟
脆
も
し
よ
う
が
、
爪
上
の
土

で
殆
ん
肝
問
題
に
は
な
ら
ね
。
機
類
が
H
U
の
如
く
異
る
や
う
に
下
穂
も
自
ら
相
異
し
て
ゐ
る
。
即
ち
大
遁
下
積
が
久
遠

下
間
接
心
の
鶏
盆
で
あ
っ
た
の
に
到
し
末
法
下
和
は
久
誌
の
失
心
者
で
あ
り
久
遠
下
械
の
劫
を
奏
し
な
か
っ
た
一
類
た

る
久
遠
結
縁
の
下
機
の
鴬
に
事
一
念
＝
一
千
偶
蹄
南
無
妙
品
同
連
載
絡
を
下
す
の
で
あ
る
。

諸
御
書
に
よ
れ
ば
末
法
の
遁
機
は
謹
縁
で
あ
る
。
逆
縁
と
は
誇
法
で
あ
る
。
誘
法
と
は
偽
智
疑
惑
の
根
本
無
明
で
あ

り
、
本
悌
へ
の
背
反
で
あ
る
。
害
量
品
の
立
に
よ
れ
ば
失
不
失
の
十
界
の
衆
魚
悉
〈
備
化
を
懇
請
し
、
そ
の
請
に
臆
じ

砕
阿
家
の
下
緒
論
に
つ
い
て

一
七
三



常
家
の
下
税
論
に
つ
い
て

一
七
四

て
矢
本
怖
は
平
等
に
良
薬
の
飾
郡
を
下
し
た
。
余
失
心
者
は
乙
の
妙
薬
を
の
ま
な
い
i
o

こ
れ
偽
仰
い
に
到
す
る
疑
惑
で
あ

L
リ
、
党
本
備
に
針
す
る
背
反
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
。
か
く
末
代
悪
世
の
我
等
は
皆
悉
く
過
去
泣
φ
劫
よ
b
父
仁
背

3

久
稀
の
賓
珠
ケ
忘
れ
誹
法
の
罪
悪
を
重
ね
て
来
た
の
で
あ
る
。
故
に
喜
H
一
旦
品
に
は
余
心
失
者
錦
治
紅
子
三
説

3
、
信
仰
肝

円
聞
に
は
酔
酒
而
臥
ご
示
し
、

日
向
記
御
義
九
五
本
年
紗
九
凶
凶
開
目
紗
七
六
八
八
一
六
唱
題
紗
三
二
コ
一
新
池
紗
一
八
四
九
秋

本
紗
一
九
三
八
等
に
は
失
心
者
不
孝
子
三
稗
し
て
ゐ
る
。
然
ら
ば
末
法
常
機
に
は
本
来
下
加
が
無
か
っ
た
の
か
。
傭
立
に

約
す
れ
ば
正
し
く
毎
白
悲
願
の
下
種
を
被
っ
た
の
で
あ
る
が
、
強
盛
な
る
怒
縁
に
読
さ
れ
で
そ
れ
を
忘
失
し
た
の
で
あ

る
。
故
に
御
義
口
停
に
は

失
と
は
本
と
有
る
物
を
失
ふ
事
な
り
。

九
五

正
あ
っ

τ末
代
の
我
等
は
久
遠
の
戚
臆
幽
微
な
る
久
遠
の
失
心
者
な
る
事
を
証
し
て
ゐ
る
。
人
性
に
封
す
る
省
察
が
白

己
に
ま
で
深
め
ら
れ
た
時
宗
加
は
自
ら
の
過
去
に
於
け
る
誘
法
罪
を
憐
悔

L
な
い
で
は
舟
ら
れ
な
か
っ
向
。
そ
の
事
は

開
目
紗
八
一
七
滅
罪
紗
一

O
一
三
兄
弟
紗
一
一
一
ニ
凶
善
無
投
紗
一
三
間
八
等
に
明
で
あ
る
。

斯
の
如
く
久
遠
下
種
を
白
畳
す
る
庭
に
永
遠
の
救
ひ
が
あ
る
o
久
遠
の
詩
法
の
大
憐
悔
と
同
時
に
来
る
も
の
は
本
来

費
了
の
大
法
慌
で
あ
る
。
誌
に
誘
法
の
重
罪
人
は
一
躍
し
て
本
畳
果
海
に
住
し
、
木
悌
の
資
見
と
な

b
、
五
口
本
化
上
行

縮
芯
一
一
一
ニ
五

一
三
八
九

一
回
二
八

一
五
一
四

一八
O
七

一
八
問

i¥. 
4二

一
九
二
五

一
一
の
の
八

主
公
乗
ら
れ
た
。

介



の
貧
借
は
忽
ち
に
し
て
偽
勅
を
被
む
っ
た
如
来
使
と
な
hJ
、
且
ハ
勝
本
種
し
て
久
種
近
脱
の
上
機
に
か
へ
っ
た
。
故
に
宗

組
の
大
慈
訴
伏
下
積
結
縁
の
唱
題
は
久
遠
本
備
の
信
で
あ
b
、
叫
び
で
あ
り
、
行
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
つ
こ
の
一
帯
究
乙

そ
我
等
末
代

ω機
類
が
法
華
値
過
の
大
縁
を
久
速
に
結
ん
で
あ
ゐ
唯
一
の
誼
櫨
縮
退
二
六
回

七
凶
凶

九
六
凶

一七六
O

一
八
四
九

御
義

五
一
で
ゐ
る
。
賞
相
紗
に
は

皆
地
涌
の
菩
薩
の
出
現
に
非
ん
ば
唱
へ
難
3
題
目
な
b

九
ノ、

と
あ
れ
ば
順
縁
門
下
は
悉
く
久
樟
近
脆
の
上
機
に
騰
る
わ
け
で
ゐ
る
。
而
し
て
朝
夕
に
唱
ふ
る
題
目
の
撃
は
本
備
の
盤

な
る
が
故
に
そ
の
ま
、
絶
封
訴
伏
下
種
結
縁
の
毒
鼓
の
轡
逆
誘
救
済
三
な
る
の
で
あ
る
。

誘
子
る
人
は
大
地
微
塵
の
如
し
信
ず
る
人
は
爪
上
の
士
の
如
し

秋
一
冗
紗

一
九
三
八

大
地
微
塵
の
如
き
謹
順
は
先
天
的
に
正
法
を
敵
視
し
法
華
艇
の
行
者
に
迫
害
を
加
へ
る
か
ら
、
而
強
毒
之
の
題
目
の
利

観
を
以
っ
て
此
－
T
挫
珍
し
一
日
も
早
く
正
法
の
味
方
と
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ね
。
日
向
記
に
は

元
品
の
無
明
の
大
良
薬
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
な
b
。
五
／」

南
無
妙
法
運
華
経
の
大
一
昔
聾
を
出
し
て
諸
制
諸
宗
を
針
治
す
ぺ
し

ノ、

九

と
詑
げ
る
如
く
、
誇
法
逆
縁
の
根
本
無
明
を
駿
勤
し
久
遠
下
種
を
開
提
し
、
本
稿
の
控
芽
を
繭
勘
す
る
の
が
末
法
下
種

唱
題
の
本
趣
で
あ
る
o

品
川
家
の
下
河
市
川
に
つ
い
て

一七五



品
説
家
の
下
続
論
に
つ
い
て

一七六

末
法
下
種
の
種
子
は
久
遠
下
種
の
そ
れ
で
あ
る
。
的
丸
事
一
念
一
二
千
併
純
た
る
十
回
無
妙
法
連
事
縦
で
あ
る
。
そ
れ
は

法
要
書
一
七
一
七
御
義
口
惇
八
六
九
O

日
向
記
六
本
命
鉢
九
四
川
等
に
切
で
あ
る
。
然
ら
ば
末
法
下
種
に
も
漏
れ
た
る
逝

縁
衆
は
Y
」
う
ま
る
だ
ら
う
。

若
し
此
の
題
日
の
本
心
を
失
せ

A
に
於
て
は
ま
た
三
五
鹿
点
を
経
ぺ
主
な
b
o
但
如
u・4
展
特
至
無
数
劫
な
る
に
し
。

日
向
記

七
四

ご
未
来
永
恒
に
流
轄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
止
岡
山
へ
ば
生
命
を
附
し
て
も
訴
伏
唱
題
を
完
惇
せ
ず
に
は
居
ら
れ

ね
で
な
い
か
c

× 

× 

× 

× 

一
悌
三
盆
種
熟
脱
の
法
門
を
説
か
な
け
れ
ば
本
備
の
化
立
悲
願
も
衆
生
の
笠
益
も
わ
か
ら
な
い
l
c

就
中
乙
の
下
概
論

を
述
べ
な
け
れ
ば
本
備
無
轟
の
救
済
の
源
泉
を
明
か
に
す
る
事
が
で
き
な
い
。
の
み
な
ら
ず
末
法
時
機
相
臆
の
大
白
法

た
る
法
事
本
門
の
肝
心
妙
法
五
宇
七
宇
を
末
代
の
一
切
衆
生
仁
下
種
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
以
の
妙
宗
の
よ
っ
て
来
る

淵
源
が
願
れ
な
い
、
買
に
下
種
論
は
乙
れ
等
訪
問
題
に
封
し
て
根
本
的
解
答
を
奥
へ
、
以
つ
℃
一
悌
三
盆
の
根
元
を
究

め
、
記
小
久
成
の
二
質
問
額
の
よ
っ
て
来
る
本
源
を
明
か
す
一
大
偶
数
の
根
本
問
題
を
解
決
す
る
賀
鏑
で
あ
る
o

四
に
富
士
門
流
の
如
き
は
久
遠
下
種
を
失
ひ
末
法
下
種
に
迷
ひ
、
そ
の
穂
体
論
に
於
て
は
種
勝
股
劣
の
謬
論
を
生
じ



ま
た
導
師
論
に
於
て
は
草
に
股
越
の
備
を
拾
っ
る
事
を
知
り
種
本
の
本
備
を
仰
「
事
を
忘
れ
宗
祖
本
悌
の
下
魁
上
の
邪

義
に
陥
っ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

ト
ト
ど
る
J、こ

三当

選

吉

田

孝

秀

挽
近
、
物
質
文
明
の
進
歩
に
伴
ふ
弊
害
と
し
て
、
道
徳
宗
教
の
衰
頭
し
た
事
を
頻
b
に
慨
嘆
す
る
の
が
一
一
般
誠
者
の

遁
設
の
如
く
思
は
れ
る
が
、

此
れ
を
大
局
か
ら
公
平
に
見
た
な
ら
ば
、

物
質
文
明
の
進
歩
は
一
面
解
害
を
兎
れ
な
い

が
、
現
代
に
於
て
此
の
物
質
文
明
、
機
械
文
明
程
偉
大
な
る
貢
献
を
人
生
に
鷲
ら
し
た
る
も
の
は
恐
ら
く
他
に
其
比

を
見
な
い
で
あ
ら
う
。
無
論
他
面
道
徳
宗
教
等
の
衰
頚
は
事
貨
で
ゐ
る
が
、
畢
立
其
は
道
徳
宗
教
の
力
が
そ
の
吐
曾
に

樺
威
を
持
た
－
な
か
っ
た
結
果
生
じ
た
所
の
暁
害
で
そ
の
責
は
営
然
「
自
ら
」
負
ふ
べ
き
で
あ
る
吉
弘
は
忠
人
。

物
質
文
明
の
進
歩
に
依
っ
て
衰
頚
を
来
す
様
な
道
徳
宗
訟
は
、
何
と
し
て
も
そ
の
時
代
に
力
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た

と
言
ふ
の
外
は
な
い
。
然
も
精
刑
囚
介
の
多
く
の
人
法
は
依
然
ご
し
て
時
代
錯
認
の
醤
奮
を
脱
し
符
な
い
で
、
頑
勢
を
挽
回

す
る
事
に
の
み
脊
悩
し
て
ゐ
る
炉
、
む
し
ろ
我
や
は
速
か
に
一
切
を
榔
っ
て
、
先
づ
精
神
生
活
の
第
一
義
に
醒
め
円
由
な

た

ど

る

べ

き

道

一
七
七


